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事務局長　榊原　毅
後期高齢者医療保険料の特別徴収に係る保険料情報の配布について
後期高齢者医療制度の施行準備につきましては、平素より格別のご高配を賜り御礼申し上げます。
さて、平成20年４月から始まる後期高齢者医療保険料の特別徴収については、翌年の1月18日までに各市町村が特別徴収対象者を国保連合会へ送付しなければなりません。その際、各市町村で行う特別徴収対象者の1／2判定を行うための保険料情報ファイルを広域連合の窓口管理サーバへ送信致しました。つきましては各市町村の窓口端末より保険料情報ファイルを受信してください。操作方法については、広域連合ホームページの市町村専用ページの12月3日付『①連携テスト操作手順』を参照してください。
１．配布内容
　　①　保険料情報（国保(国保組合含む)）（ＳＡＭ形式）
　　②　保険料情報（特別徴収対象外）　（ＳＡＭ形式）
　　③　保険料情報送付一覧表（国保／国保組合）（ＰＤＦ）
　　④　保険料情報送付一覧表（特別徴収対象外）（ＰＤＦ）
　２．注意事項
①　世帯主エラーリストで対策が終わっていない被保険者については保険料が正しく計算されていない可能性があります。
　　②　被保険者もしくは世帯主の所得・課税情報が未申告の場合、保険料が正しく計算されていない可能性があります。
　　③　９月28日締めで提供された住民情報で被保険者台帳を作成し同日に提供された所得・課税情報で保険料仮算定を行っています。
　　　９月28日以降の住民異動情報は反映されていません。
　　　→　市町村において、消除者と判別できた対象者については対象外として頂いてもかまいません。
　　④　保険料凍結に伴い、市町村に提供する保険料情報ファイルが老健情報
の加入保険者番号を元に分割されています。
→　特別徴収対象者外に含まれている被保険者を対象者としてもかまいません。
　　⑤　各市町村において、９月28日以降新たに生活保護受給者となった対象者については、仮算定において賦課されており、特別徴収対象者となっています。市町村において対象外としてください。
　　
お問い合わせ：沖縄県後期高齢者医療広域連合　管理課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL963-8012　 FAX964-7785
